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ク
リ
ー
ン
コ
ス
モ
姫
川
（
し
尿

処
理
施
設
）
は
、
白
馬
村
と
小
谷

村
の
生
し
尿
と
浄
化
槽
汚
泥
を
処

理
す
る
た
め
、
平
成
６
年
４
月
に

稼
働
を
開
始
し
て
か
ら
27
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
下
水
道
の
普
及
や
人

口
減
少
な
ど
に
よ
り
処
理
量
も

年
々
減
少
し
、
平
成
６
年
当
時
と

比
較
し
て
28
・
５
％
ま
で
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
処
理
量
の
減
少
、
経
年
劣
化
に

よ
る
整
備
費
用
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
白
馬
村
と
小
谷
村
で

は
対
応
策
の
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
し
尿
等
を
下
水
と
一
元
的
に

処
理
す
る
方
法
が
最
善
で
あ
る
と

し
て
、
し
尿
等
下
水
道
投
入
施
設

の
建
設
に
向
け
て
事
業
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
投
入
施
設
建
設
に
あ
た
り
生
し

尿
と
浄
化
槽
汚
泥
を
下
水
道
で
処

理
す
る
場
合
、
維
持
管
理
費
を
含

め
た
処
理
費
用
の
大
幅
な
縮
減
が

期
待
で
き
る
一
方
で
、
建
設
候
補

地
と
し
て
は
「
下
水
道
の
本
管
が

埋
設
さ
れ
て
い
る
」「
住

宅
地
か
ら
離
れ
て
い
る
」

「
希
釈
水
が
確
保
で
き
る
」

な
ど
と
い
っ
た
場
所
が
条

件
と
な
り
ま
す
が
、
一
刻

も
早
く
投
入
施
設
を
建
設

し
て
住
民
負
担
の
軽
減
と

処
理
の
安
定
を
図
る
た

め
、
投
入
施
設
の
候
補
地

を
選
定
し
建
設
に
向
け
て

進
め
て
参
り
ま
す
の
で
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
白
馬
山
麓
事
務
組
合

　
　

８
５‐

５
５
８
５

クリーンコスモ姫川（し尿処理施設）の状況について
し尿等下水道投入施設整備に向けて

◎施設概要
　処理方法：高負荷膜分離生物脱窒素処理＋高度処理
　処理能力：45KL／日（生し尿26KL、浄化槽汚泥19KL）
　施設開始：平成６年４月～
　処理実績：令和２年度　3,696KL
　　　　　　（生し尿1,413KL、浄化槽汚泥2,067KL、　

農集排216KL）
　搬 入 率：令和２年度　37.5％
　　　　　　（搬入量3,696KL÷定格量（45KL×219日））
　そ の 他：焼却設備は休止し、汚泥処理は外部委託

◎維持管理
　処理委託：長期包括業務
　　　　　　（Ｈ29 ～Ｒ３の５年間）
　委 託 料：648,000千円
　　　　　　（１年間平均　129,600千円）
　　　　　　※処理実績等により変更あり
　委 託 先：住友重機械エンバイロメイト㈱
　委託内容：運転管理、ユーティリティの発

注管理、施設整備補修

クリーンコスモ姫川（し尿処理施設） 

処理の状況

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
行
区
域
を
拡
大
し
ま
す
！

　
小
谷
村
で
は
村
民
の
皆
様
の
足
の
確
保

と
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
村
営
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
区

域
を
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
拡
大
し
ま

す
！

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
っ
て
な
に
？

　　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は
、
ご
利

用
す
る
お
客
様
の
ご
自
宅
か
ら
目
的

地
ま
で
の
送
迎
を
行
う
乗
合
タ
ク
シ
ー
で

す
。
バ
ス
停
が
な
い
た
め
、
家
の
前
（
又

は
近
く
）
ま
で
タ
ク
シ
ー
が
迎
え
に
来
て

く
れ
ま
す
。

　

　
目
的
地
は
ど
こ
で
も
行
け
る
の
？

　
村
主
要
施
設
が
あ
る
月
岡
、雨
中
、

下
里
瀬
地
区
へ
利
用
で
き
ま
す
。
例

え
ば
左
記
の
施
設
へ
の
送
迎
に
利
用
で
き

ま
す
。

〈
目
的
地
例
〉

 

・
小
谷
村
診
療
所  

・
大
字
あ
た
し
ん
ち

 

・
小
谷
村
役
場
　  

・ 

Ｊ
Ｒ
南
小
谷
駅

 

・ 

Ｊ
Ａ
大
北
お
た
り
支
所
　
等

　
利
用
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？

　
小
谷
村
役
場
観
光
商
工
係
に
て
利

用
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
窓
口

又
は
電
話
で
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

登
録
受
付
後
、
登
録
証
を
発
行
し
ま
す
。

（
既
に
登
録
済
の
方
は
、
再
登
録
不
要
で

す
。）

　
登
録
後
は
、
利
用
日
の
前
日
の
19
時
ま

で
に
運
行
会
社
へ
直
接
予
約
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
利
用
登
録
料
や
利
用
料
は
い
く
ら

か
か
る
の
？

　
登
録
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
利
用
料
は
１
乗
車
３
０
０
円
で

す
。

　
18
歳
未
満
、
障
が
い
の
あ
る
方
は
無
料

で
す
。
登
録
の
際
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ

い
。

　
11
枚
つ
づ
り
３
，
０
０
０
円
の
お
得
な

回
数
券
も
ご
ざ
い
ま
す
。
購
入
は
各
運
行

会
社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
運
行
時
刻
表
は
あ
る
の
？

　
運
行
時
刻
表
は
３
月
末
に
対
象
運

行
区
域
の
皆
様
へ
各
戸
配
布
し
ま

す
。

　
地
区
に
よ
り
利
用
で
き
る
曜
日
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
時
刻
表
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
運
行
時
刻
表
に
書
い
て
あ
る

時
刻
は
大
体
の
目
安
と
な
り
ま
す
。
予
約

状
況
や
道
路
状
況
、
天
候
に
よ
り
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
毎
年
４
月
と
12
月
に
時
刻
改
正
を
行
い

ま
す
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、

お
盆
は
運
休
日
と
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
や
高
校
生
も
利
用
で
き

る
の
？

　
小
谷
村
民
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
登
録
・

利
用
が
出
来
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
登

録
・
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
ど
こ
に
聞
け

ば
い
い
の
？

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
運
行
会
社

ま
た
は
小
谷
村
役
場
観
光
商
工
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
観
光
商
工
係
　
　
８
２‐

２
５
８
５

〈
運
行
会
社
〉

 

・
有
限
会
社
小
谷
観
光
タ
ク
シ
ー

　（
　 

０
２
６
１‐

８
２‐

２
０
４
５
）

 

・
ア
ル
ピ
コ
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

　（　

 

０
２
６
１‐

７
２‐

２
２
３
６
）

※

地
区
に
よ
り
運
行
会
社
が
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
後
日
各
戸
配
布
し
ま
す

時
刻
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

これまでの運行区域
（出発地） 令和４年４月１日から

・北小谷南部
・黒川　 ・伊折　 ・川上
・千国　 ・五区　 ・土倉
・中谷　 ・池原　 ・石坂
・虫尾　 ・平間　 ・日道
・番場　 ・池の平

これまでの運行区域に加え、

・栂池   ・白馬乗鞍
・峰　   ・立屋　   ・土谷
・大網   ・姫川温泉
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デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
Ｑ
＆
Ａ
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Q6A6Q7A7

①
乗
車
す
る
前
日
の
19
時

ま
で
に
運
行
会
社
へ
電

話
を
か
け
、
小
谷
村
デ

マ
ン
ド
の
利
用
・
地
区
・

名
前
・
乗
る
場
所
、
降

り
る
場
所
を
伝
え
予
約

す
る
。

②
予
約
時
間
前
後
に
自
宅

近
く
の
指
定
場
所
へ
迎

え
に
行
き
ま
す
。

③
目
的
地
ま
で
送
迎
い
た

し
ま
す
。

　（
帰
り
も
同
様
で
す
。）
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ク
リ
ー
ン
コ
ス
モ
姫
川
（
し
尿

処
理
施
設
）
は
、
白
馬
村
と
小
谷

村
の
生
し
尿
と
浄
化
槽
汚
泥
を
処

理
す
る
た
め
、
平
成
６
年
４
月
に

稼
働
を
開
始
し
て
か
ら
27
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
下
水
道
の
普
及
や
人

口
減
少
な
ど
に
よ
り
処
理
量
も

年
々
減
少
し
、
平
成
６
年
当
時
と

比
較
し
て
28
・
５
％
ま
で
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
処
理
量
の
減
少
、
経
年
劣
化
に

よ
る
整
備
費
用
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
白
馬
村
と
小
谷
村
で

は
対
応
策
の
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
し
尿
等
を
下
水
と
一
元
的
に

処
理
す
る
方
法
が
最
善
で
あ
る
と

し
て
、
し
尿
等
下
水
道
投
入
施
設

の
建
設
に
向
け
て
事
業
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
投
入
施
設
建
設
に
あ
た
り
生
し

尿
と
浄
化
槽
汚
泥
を
下
水
道
で
処

理
す
る
場
合
、
維
持
管
理
費
を
含

め
た
処
理
費
用
の
大
幅
な
縮
減
が

期
待
で
き
る
一
方
で
、
建
設
候
補

地
と
し
て
は
「
下
水
道
の
本
管
が

埋
設
さ
れ
て
い
る
」「
住

宅
地
か
ら
離
れ
て
い
る
」

「
希
釈
水
が
確
保
で
き
る
」

な
ど
と
い
っ
た
場
所
が
条

件
と
な
り
ま
す
が
、
一
刻

も
早
く
投
入
施
設
を
建
設

し
て
住
民
負
担
の
軽
減
と

処
理
の
安
定
を
図
る
た

め
、
投
入
施
設
の
候
補
地

を
選
定
し
建
設
に
向
け
て

進
め
て
参
り
ま
す
の
で
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
白
馬
山
麓
事
務
組
合

　
　

８
５‐

５
５
８
５

クリーンコスモ姫川（し尿処理施設）の状況について
し尿等下水道投入施設整備に向けて

◎施設概要
　処理方法：高負荷膜分離生物脱窒素処理＋高度処理
　処理能力：45KL／日（生し尿26KL、浄化槽汚泥19KL）
　施設開始：平成６年４月～
　処理実績：令和２年度　3,696KL
　　　　　　（生し尿1,413KL、浄化槽汚泥2,067KL、　

農集排216KL）
　搬 入 率：令和２年度　37.5％
　　　　　　（搬入量3,696KL÷定格量（45KL×219日））
　そ の 他：焼却設備は休止し、汚泥処理は外部委託

◎維持管理
　処理委託：長期包括業務
　　　　　　（Ｈ29 ～Ｒ３の５年間）
　委 託 料：648,000千円
　　　　　　（１年間平均　129,600千円）
　　　　　　※処理実績等により変更あり
　委 託 先：住友重機械エンバイロメイト㈱
　委託内容：運転管理、ユーティリティの発

注管理、施設整備補修

クリーンコスモ姫川（し尿処理施設） 

処理の状況

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
行
区
域
を
拡
大
し
ま
す
！

　
小
谷
村
で
は
村
民
の
皆
様
の
足
の
確
保

と
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
村
営
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
区

域
を
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
拡
大
し
ま

す
！

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
っ
て
な
に
？

　　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は
、
ご
利

用
す
る
お
客
様
の
ご
自
宅
か
ら
目
的

地
ま
で
の
送
迎
を
行
う
乗
合
タ
ク
シ
ー
で

す
。
バ
ス
停
が
な
い
た
め
、
家
の
前
（
又

は
近
く
）
ま
で
タ
ク
シ
ー
が
迎
え
に
来
て

く
れ
ま
す
。

　

　
目
的
地
は
ど
こ
で
も
行
け
る
の
？

　
村
主
要
施
設
が
あ
る
月
岡
、雨
中
、

下
里
瀬
地
区
へ
利
用
で
き
ま
す
。
例

え
ば
左
記
の
施
設
へ
の
送
迎
に
利
用
で
き

ま
す
。

〈
目
的
地
例
〉

 

・
小
谷
村
診
療
所  

・
大
字
あ
た
し
ん
ち

 

・
小
谷
村
役
場
　  

・ 

Ｊ
Ｒ
南
小
谷
駅

 

・ 

Ｊ
Ａ
大
北
お
た
り
支
所
　
等

　
利
用
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？

　
小
谷
村
役
場
観
光
商
工
係
に
て
利

用
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
窓
口

又
は
電
話
で
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

登
録
受
付
後
、
登
録
証
を
発
行
し
ま
す
。

（
既
に
登
録
済
の
方
は
、
再
登
録
不
要
で

す
。）

　
登
録
後
は
、
利
用
日
の
前
日
の
19
時
ま

で
に
運
行
会
社
へ
直
接
予
約
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
利
用
登
録
料
や
利
用
料
は
い
く
ら

か
か
る
の
？

　
登
録
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
利
用
料
は
１
乗
車
３
０
０
円
で

す
。

　
18
歳
未
満
、
障
が
い
の
あ
る
方
は
無
料

で
す
。
登
録
の
際
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ

い
。

　
11
枚
つ
づ
り
３
，
０
０
０
円
の
お
得
な

回
数
券
も
ご
ざ
い
ま
す
。
購
入
は
各
運
行

会
社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
運
行
時
刻
表
は
あ
る
の
？

　
運
行
時
刻
表
は
３
月
末
に
対
象
運

行
区
域
の
皆
様
へ
各
戸
配
布
し
ま

す
。

　
地
区
に
よ
り
利
用
で
き
る
曜
日
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
時
刻
表
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
運
行
時
刻
表
に
書
い
て
あ
る

時
刻
は
大
体
の
目
安
と
な
り
ま
す
。
予
約

状
況
や
道
路
状
況
、
天
候
に
よ
り
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
毎
年
４
月
と
12
月
に
時
刻
改
正
を
行
い

ま
す
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、

お
盆
は
運
休
日
と
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
や
高
校
生
も
利
用
で
き

る
の
？

　
小
谷
村
民
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
登
録
・

利
用
が
出
来
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
登

録
・
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
ど
こ
に
聞
け

ば
い
い
の
？

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
運
行
会
社

ま
た
は
小
谷
村
役
場
観
光
商
工
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
観
光
商
工
係
　
　
８
２‐

２
５
８
５

〈
運
行
会
社
〉

 

・
有
限
会
社
小
谷
観
光
タ
ク
シ
ー

　（
　 

０
２
６
１‐

８
２‐

２
０
４
５
）

 

・
ア
ル
ピ
コ
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

　（　

 

０
２
６
１‐

７
２‐

２
２
３
６
）

※

地
区
に
よ
り
運
行
会
社
が
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
後
日
各
戸
配
布
し
ま
す

時
刻
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

これまでの運行区域
（出発地） 令和４年４月１日から

・北小谷南部
・黒川　 ・伊折　 ・川上
・千国　 ・五区　 ・土倉
・中谷　 ・池原　 ・石坂
・虫尾　 ・平間　 ・日道
・番場　 ・池の平

これまでの運行区域に加え、

・栂池   ・白馬乗鞍
・峰　   ・立屋　   ・土谷
・大網   ・姫川温泉
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デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
Ｑ
＆
Ａ
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①
乗
車
す
る
前
日
の
19
時

ま
で
に
運
行
会
社
へ
電

話
を
か
け
、
小
谷
村
デ

マ
ン
ド
の
利
用
・
地
区
・

名
前
・
乗
る
場
所
、
降

り
る
場
所
を
伝
え
予
約

す
る
。

②
予
約
時
間
前
後
に
自
宅

近
く
の
指
定
場
所
へ
迎

え
に
行
き
ま
す
。

③
目
的
地
ま
で
送
迎
い
た

し
ま
す
。

　（
帰
り
も
同
様
で
す
。）



（5）　広報おたり　令和４年３月号 広報おたり　令和４年３月号（4）

　
毎
年
３
月
１
日
か
ら
３
月
８
日

は
「
女
性
の
健
康
週
間
」
で
す
。

近
年
、
女
性
の
生
き
方
は
多
様
化

し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
女
性
を

取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
い
ま

す
。
女
性
と
男
性
で
は
か
か
り
や

す
い
病
気
や
進
行
度
の
違
い
な
ど

か
ら
、
性
別
を
考
慮
し
た
健
康
づ

く
り
の
必
要
性
も
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
自
分
の
カ
ラ
ダ
と
向
き
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
男
性
も
お
互
い

の
性
差
を
理
解
し
て
、
女
性
に
対

す
る
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
健
康
づ
く
り
に
協
力
し
合

え
る
と
い
い
で
す
ね
。

女
性
の
健
康
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
１
つ
で
あ
る「
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
」

が
鍵
を
に
ぎ
っ
て
い
ま
す
。
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
は
、
女
性
に
と
っ
て
う

れ
し
い
作
用
を
も
た
ら
し
、
カ
ラ

ダ
を
守
っ
て
く
れ
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

は
年
齢
に
よ
っ
て
分
泌
量
の
変
動

が
大
き
い
た
め
、
女
性
は
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
か
か
り
や
す
い

病
気
や
症
状
が
違
っ
て
き
ま
す
。

　
普
段
、
家
事
や
仕
事
、
子
育
て
、

介
護
な
ど
で
忙
し
く
し
て
い
る

と
、
自
分
の
こ
と
を
後
回
し
に
し

が
ち
で
す
が
、
自
分
の
カ
ラ
ダ
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
カ

ラ
ダ
か
ら
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
何
か
困
っ
た
症
状
が
あ
っ
た

時
に
だ
け
病
院
に
か
か
る
の
で
は

な
く
、
病
気
の
予
防
・
早
期
発
見

の
た
め
に
健
（
検
）
診
を
受
け
、

食
生
活
・
運
動
・
心
の
ケ
ア
の
習

慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ご
は
ん
と
と
も
に
、
た
ん
ぱ
く

質
の
お
か
ず
（
肉
・
魚
な
ど
）
と

も
う
一
品
（
野
菜
・
き
の
こ
・
海

藻
な
ど
）
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る

「
や
せ
」
は
無
月
経
や
低
体
温
の

原
因
に
な
り
、「
肥
満
」
は
生
活

習
慣
病
の
原
因
だ
け
で
な
く
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
リ
ズ
ム
を
狂
わ
せ
ま

す
。

　
運
動
は
、血
行
促
進
・
筋
力
ア
ッ

プ
・
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
低
下

が
図
れ
ま
す
。
運
動
不
足
の
場
合

は
、
今
よ
り
＋
10
分
カ
ラ
ダ
を
動

か
す
習
慣
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
１
日
６
～
７
時
間
の
睡
眠
は
疲

労
回
復
や
美
容
に
良
い
働
き
が
あ

り
ま
す
。

　
喫
煙
は
健
康
や
美
容
の
大
敵
。

妊
娠
・
出
産
・
子
ど
も
の
成
長
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
飲
酒

は
控
え
め
を
心
が
け
、
休
肝
日
も

設
け
ま
し
ょ
う
。

　
衣
服
に
注
意
し
、
特
に
下
腹
部

や
腰
、
足
首
を
冷
や
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
湯
船
に
つ
か
っ

た
り
、
カ
ラ
ダ
を
温
め
る
根
菜
類

（
生
姜
・
大
根
・
人
参
・
ご
ぼ
う

な
ど
）
を
と
る
の
も
お
ス
ス
メ
で

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
２

ま
め
ま
め
知
識
№96№96

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
女
性
の
健
康
づ
く
り
」
で
す
。

エストロゲンの働き

① 女性らしいカラダを作る
② 妊娠の準備を整える
③ 代謝を促し、肥満予防
④ 血管、骨を強くする
⑤ 気持ちを明るくする
⑥ 脳を活性化し、記憶力アップ
⑦ 肌、髪のハリツヤを出す

カ
ラ
ダ
か
ら
の
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い

食
事
は
１
日
３
食
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う

休
養
と
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り

ま
し
ょ
う

禁
煙
し
、
お
酒
も
控
え
め
に

カ
ラ
ダ
の
冷
え
は
大
敵
で
す

女
性
ホ
ル
モ
ン
は
健
康
の
鍵

女性ホルモンはストレ
スの影響で乱れやすく、
心とカラダに不調をき
たします。就職・引っ
越し・出産などの環境
が変わる時期
は特に注意が
必要です。

や
せ
・
肥
満
は
要
注
意

無
理
な
く
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

女性がかかりやすい病気

女性の各ライフステージの心とカラダの特徴

10歳　　　　 　20歳　　　 　　30歳　　　 　　40歳　　　 　　50歳　　 　　　60歳
思春期 成熟期 更年期 高齢期

月経開始 妊娠・出産・育児 閉 経

女性ホルモン (エストロゲン )の量思春期（8～19歳）

初経が始まって大人の
女性へ成長する時期。
女性ホルモンが急に増
えて心身が不安定にな
ることも。カラダと性
の正しい知識が必要！

【注意ポイント】
・二次性徴　・月経不順
・月経前症候群
・無月経　・やせ　
・性感染症
・望まない妊娠

成熟期（20～45歳）

心身ともに成熟し、女性ホルモン
の分泌が安定して妊娠・出産に適
した時期だが、様々な女性特有の
病気も増える。日頃の健康管理と
健(検)診の習慣付けを！

【注意ポイント】
・月経前症候群　・無月経　・やせ
・不妊症　・子宮内膜症
・子宮筋腫　・子宮頸がん
・乳がん　・うつ

更年期（46～55歳）

女性ホルモンが急に減っ
てバランスが乱れ、更年
期障害といわれる心身の
不調が現れる時期。症状
の出方は個人差があるの
で、生活に支障が出る場
合は専門医に相談を！

【注意ポイント】
・更年期障害　・生活習慣病
・甲状腺の病気
・子宮体がん　・肌トラブル
・尿もれ　・うつ

高齢期（56歳～）

女性ホルモンが停止
し、少しずつ老化が
始まる。老化スピー
ドは個人差が大きい
ため、若い時以上に
健康に気を付けま
しょう！

【注意ポイント】
・生活習慣病
・心筋梗塞　・脳梗塞
・骨粗しょう症
・認知症　・肌トラブル
・尿失禁　・うつ

月経前症候群
　月経前に起こる心とカラダの不調で、月経が来ると症状が軽くなり消えていく。症
状は、イライラ・情緒不安定・胸の張り・むくみなどで、女性の約８割は何らかの症
状を体験するといわれている。

子宮頸がん
　子宮頸部にできるがんで、性交渉によるヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）感染が原
因で発症する。初期症状はなく、20～30歳代での発症が多い。ワクチン接種によっ
てＨＰＶ感染を予防することができる。

乳がん
　乳腺にできるがんで、40～50歳に多く見られるが、若い人の発症も増えてきてい
る。女性がかかるがんで最も多く、症状は、乳房のしこりや痛み、乳頭の異常（湿疹・
ただれ・血の混じった分泌物）などがある。

子宮内膜症
　子宮の内側にあるはずの組織が、子宮以外の場所で増殖し、月経痛や腹痛、排便
痛、性交痛などを引き起こす。20～40歳代に多く発症する。

子宮筋腫
　子宮にできる良性のこぶで、女性ホルモンによって大きくなり、閉経後は自然と小
さくなる。30～40歳代の４人に１人は持っているといわれ、無症状のことも多いが、
大きさやできる場所によって月経痛や経血量の増加などの症状が現れる。

更年期障害
　閉経に伴う女性ホルモンの急激な減少により、ホルモンバランスが乱れて、ほて
り・発汗・冷え・めまい・頭痛・動悸・不眠・気分の落ち込みなど、様々な症状が現
れる。

骨粗しょう症
　骨の中のカルシウム量が減って、骨がもろくなって骨折しやすくなる病気。閉経後
は骨量が急激に減少し、骨粗しょう症のリスクが高まる。



（5）　広報おたり　令和４年３月号 広報おたり　令和４年３月号（4）

　
毎
年
３
月
１
日
か
ら
３
月
８
日

は
「
女
性
の
健
康
週
間
」
で
す
。
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、
女
性
の
生
き
方
は
多
様
化

し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
女
性
を

取
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。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
自
分
の
カ
ラ
ダ
と
向
き
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
男
性
も
お
互
い

の
性
差
を
理
解
し
て
、
女
性
に
対

す
る
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
健
康
づ
く
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喫
煙
は
健
康
や
美
容
の
大
敵
。

妊
娠
・
出
産
・
子
ど
も
の
成
長
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
飲
酒

は
控
え
め
を
心
が
け
、
休
肝
日
も

設
け
ま
し
ょ
う
。

　
衣
服
に
注
意
し
、
特
に
下
腹
部

や
腰
、
足
首
を
冷
や
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
湯
船
に
つ
か
っ

た
り
、
カ
ラ
ダ
を
温
め
る
根
菜
類

（
生
姜
・
大
根
・
人
参
・
ご
ぼ
う

な
ど
）
を
と
る
の
も
お
ス
ス
メ
で

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
２

ま
め
ま
め
知
識
№96№96

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
女
性
の
健
康
づ
く
り
」
で
す
。

エストロゲンの働き

① 女性らしいカラダを作る
② 妊娠の準備を整える
③ 代謝を促し、肥満予防
④ 血管、骨を強くする
⑤ 気持ちを明るくする
⑥ 脳を活性化し、記憶力アップ
⑦ 肌、髪のハリツヤを出す

カ
ラ
ダ
か
ら
の
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い

食
事
は
１
日
３
食
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う

休
養
と
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り

ま
し
ょ
う

禁
煙
し
、
お
酒
も
控
え
め
に

カ
ラ
ダ
の
冷
え
は
大
敵
で
す

女
性
ホ
ル
モ
ン
は
健
康
の
鍵

女性ホルモンはストレ
スの影響で乱れやすく、
心とカラダに不調をき
たします。就職・引っ
越し・出産などの環境
が変わる時期
は特に注意が
必要です。

や
せ
・
肥
満
は
要
注
意

無
理
な
く
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

女性がかかりやすい病気

女性の各ライフステージの心とカラダの特徴

10歳　　　　 　20歳　　　 　　30歳　　　 　　40歳　　　 　　50歳　　 　　　60歳
思春期 成熟期 更年期 高齢期

月経開始 妊娠・出産・育児 閉 経

女性ホルモン (エストロゲン )の量思春期（8～19歳）

初経が始まって大人の
女性へ成長する時期。
女性ホルモンが急に増
えて心身が不安定にな
ることも。カラダと性
の正しい知識が必要！

【注意ポイント】
・二次性徴　・月経不順
・月経前症候群
・無月経　・やせ　
・性感染症
・望まない妊娠

成熟期（20～45歳）

心身ともに成熟し、女性ホルモン
の分泌が安定して妊娠・出産に適
した時期だが、様々な女性特有の
病気も増える。日頃の健康管理と
健(検)診の習慣付けを！

【注意ポイント】
・月経前症候群　・無月経　・やせ
・不妊症　・子宮内膜症
・子宮筋腫　・子宮頸がん
・乳がん　・うつ

更年期（46～55歳）

女性ホルモンが急に減っ
てバランスが乱れ、更年
期障害といわれる心身の
不調が現れる時期。症状
の出方は個人差があるの
で、生活に支障が出る場
合は専門医に相談を！

【注意ポイント】
・更年期障害　・生活習慣病
・甲状腺の病気
・子宮体がん　・肌トラブル
・尿もれ　・うつ

高齢期（56歳～）

女性ホルモンが停止
し、少しずつ老化が
始まる。老化スピー
ドは個人差が大きい
ため、若い時以上に
健康に気を付けま
しょう！

【注意ポイント】
・生活習慣病
・心筋梗塞　・脳梗塞
・骨粗しょう症
・認知症　・肌トラブル
・尿失禁　・うつ

月経前症候群
　月経前に起こる心とカラダの不調で、月経が来ると症状が軽くなり消えていく。症
状は、イライラ・情緒不安定・胸の張り・むくみなどで、女性の約８割は何らかの症
状を体験するといわれている。

子宮頸がん
　子宮頸部にできるがんで、性交渉によるヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）感染が原
因で発症する。初期症状はなく、20～30歳代での発症が多い。ワクチン接種によっ
てＨＰＶ感染を予防することができる。

乳がん
　乳腺にできるがんで、40～50歳に多く見られるが、若い人の発症も増えてきてい
る。女性がかかるがんで最も多く、症状は、乳房のしこりや痛み、乳頭の異常（湿疹・
ただれ・血の混じった分泌物）などがある。

子宮内膜症
　子宮の内側にあるはずの組織が、子宮以外の場所で増殖し、月経痛や腹痛、排便
痛、性交痛などを引き起こす。20～40歳代に多く発症する。

子宮筋腫
　子宮にできる良性のこぶで、女性ホルモンによって大きくなり、閉経後は自然と小
さくなる。30～40歳代の４人に１人は持っているといわれ、無症状のことも多いが、
大きさやできる場所によって月経痛や経血量の増加などの症状が現れる。

更年期障害
　閉経に伴う女性ホルモンの急激な減少により、ホルモンバランスが乱れて、ほて
り・発汗・冷え・めまい・頭痛・動悸・不眠・気分の落ち込みなど、様々な症状が現
れる。

骨粗しょう症
　骨の中のカルシウム量が減って、骨がもろくなって骨折しやすくなる病気。閉経後
は骨量が急激に減少し、骨粗しょう症のリスクが高まる。



（7）　広報おたり　令和４年３月号 広報おたり　令和４年３月号（6）

令
和
４
年
４
月
24
日
執
行

小
谷
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
事
務
日
程

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
月
第
３
木
曜
日
午
前
９
時

30
分
～
11
時
の
日
程
で
役
場
視
聴

覚
室
に
て
「
ず
く
ま
め
会
」
と
い

う
集
ま
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
簡
単
な
体
操
と
様
々

な
テ
ー
マ
の
ミ
ニ
講
話
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
12
月
の
ず
く
ま
め
会
で

は
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
Ｙ
ｏ

ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
ラ
ジ
オ

体
操
を
映
し
、
み
ん
な
で

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま
し

た
。

　
体
操
で
体
を
動
か
す
こ

と
も
大
事
で
す
が
、
知
り

合
い
と
会
っ
て
話
を
し
た

り
、
家
の
外
に
出
て
他
の

場
所
に
行
く
だ
け
で
も
良

い
刺
激
に
な
り
ま
す
。

　
い
つ
も
は
視
聴
覚
室
で

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、

10
月
は
番
外
編
と
し
て
白

馬
岩
岳
ス
キ
ー
場
に
バ
ス

遠
足
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
休
止
し
て
い
ま
す

が
、
再
開
し
た
と
き
は
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

８
２‐

３
１
３
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ず
く
ま
め
会
」
の
す
す
め●あかちゃん ●お悔やみ

※出生・死亡・婚姻は希望掲載です。住民だより （令和４年１月届出分）

該当なし

　
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

介
護
員
を
１
名
募
集
し
て
お
り
ま

す
。

　
応
募
資
格
は
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
も
し
く
は
、
ヘ
ル
パ
ー
２

級
以
上
の
い
ず
れ
か
と
、
普
通
自

動
車
免
許
１
種
を
お
持
ち
の
方
で

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

８
２
‐
２
４
３
０
（
郷
津
）

小
谷
村
社
会
福
祉

協
議
会
よ
り
、

嘱
託
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

地区 保護者氏　名

南雨中 涼・江里神津　玲心
こう づ れ　み

栂池北 航平・美幸遠藤　いち椛
えんどう か

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
３
月
25
日
（
金
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
（
金
）
の
定

期
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、

４
月
11
日
（
月
）
に
再
振
替
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３
　
月

今
月
の
納
税

税

　目

期

　別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

10
期

３
月
31
日（
木
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
３
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
３
月
22
日
（
火
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署
及
び

小
谷
村
消
防
団
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

３
月
1
日
（
火
）
か
ら
7
日
（
月
）
ま
で
、

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す

　
春
の
訪
れ
が
間
近
に
迫
る
こ
の

時
期
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
肌
寒
い

日
が
続
き
、
暖
房
器
具
の
使
用
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

在
宅
時
間
が
増
え
、
例
年
以
上
に

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
暖
房
器
具
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
今
一
度
使
用
方
法
を
確

認
し
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る  

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

 

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す
。

 

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
災
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

月　日 開始時刻 内　　容 参集者

４月６日（水） 10：00
立候補予定者説明会
（小谷村役場２０１会議室）

立候補予定者
又は同代理人

４月14日（木） 10：00
立候補届書類事前審査
（小谷村役場２０１会議室）

立候補予定者
又は同代理人

４月15日（金） 10：00
選挙用自動車検査
（警察による検査は各自で警察署へ）

４月19日（火）

８：30
告示日
立候補届等受付

立候補者
又は同代理人

17：00
立候補届等締切
投票記載台氏名掲示順序のくじ

４月20日（水）

４月23日（土）

８：30
（20：00まで）

期日前投票

４月24日（日）
７：00 投　票

20：15 開票、選挙会

４月25日（月） ９：00 当選告知、当選人の告示

４月30日（土） 17：00 請負等をやめた旨の届出最終日

５月９日（月） 17：00
選挙運動に関する収入及び支出報告
書の提出最終日
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令
和
４
年
４
月
24
日
執
行

小
谷
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
事
務
日
程

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
月
第
３
木
曜
日
午
前
９
時

30
分
～
11
時
の
日
程
で
役
場
視
聴

覚
室
に
て
「
ず
く
ま
め
会
」
と
い

う
集
ま
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
簡
単
な
体
操
と
様
々

な
テ
ー
マ
の
ミ
ニ
講
話
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

12
月
の
ず
く
ま
め
会
で

は
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
ラ
ジ
オ

体
操
を
映
し
、
み
ん
な
で

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま
し

た
。体

操
で
体
を
動
か
す
こ

と
も
大
事
で
す
が
、
知
り

合
い
と
会
っ
て
話
を
し
た

り
、
家
の
外
に
出
て
他
の

場
所
に
行
く
だ
け
で
も
良

い
刺
激
に
な
り
ま
す
。

い
つ
も
は
視
聴
覚
室
で

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、

10
月
は
番
外
編
と
し
て
白

馬
岩
岳
ス
キ
ー
場
に
バ
ス

遠
足
に
出
か
け
ま
し
た
。

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
休
止
し
て
い
ま
す

が
、
再
開
し
た
と
き
は
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

８
２‐

３
１
３
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ず
く
ま
め
会
」
の
す
す
め

　
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

介
護
員
を
１
名
募
集
し
て
お
り
ま

す
。

　
応
募
資
格
は
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
も
し
く
は
、
ヘ
ル
パ
ー
２

級
以
上
の
い
ず
れ
か
と
、
普
通
自

動
車
免
許
１
種
を
お
持
ち
の
方
で

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

８
２
‐
２
４
３
０
（
郷
津
）

小
谷
村
社
会
福
祉

協
議
会
よ
り
、

嘱
託
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
３
月
25
日
（
金
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
（
金
）
の
定

期
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、

４
月
11
日
（
月
）
に
再
振
替
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３
　
月

今
月
の
納
税

税

　目

期

　別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

10
期

３
月
31
日（
木
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
３
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
３
月
22
日
（
火
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署
及
び

小
谷
村
消
防
団
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

３
月
1
日
（
火
）
か
ら
7
日
（
月
）
ま
で
、

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す

　
春
の
訪
れ
が
間
近
に
迫
る
こ
の

時
期
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
肌
寒
い

日
が
続
き
、
暖
房
器
具
の
使
用
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

在
宅
時
間
が
増
え
、
例
年
以
上
に

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
暖
房
器
具
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
今
一
度
使
用
方
法
を
確

認
し
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す
。

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
災
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

月　日 開始時刻 内　　容 参集者

４月６日（水） 10：00
立候補予定者説明会
（小谷村役場２０１会議室）

立候補予定者
又は同代理人

４月14日（木） 10：00
立候補届書類事前審査
（小谷村役場２０１会議室）

立候補予定者
又は同代理人

４月15日（金） 10：00
選挙用自動車検査
（警察による検査は各自で警察署へ）

４月19日（火）

８：30
告示日
立候補届等受付

立候補者
又は同代理人

17：00
立候補届等締切
投票記載台氏名掲示順序のくじ

４月20日（水）

４月23日（土）

８：30
（20：00まで）

期日前投票

４月24日（日）
７：00 投　票

20：15 開票、選挙会

４月25日（月） ９：00 当選告知、当選人の告示

４月30日（土） 17：00 請負等をやめた旨の届出最終日

５月９日（月） 17：00
選挙運動に関する収入及び支出報告
書の提出最終日


